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生物学者の言葉

何か困った場面に出くわした場合、みだりに他
人の助けを借りてはいけない。

助けを借りれば、それは一時的に困難から逃げ
ただけに過ぎない。忍耐と熟考をもって困難に
当たれば、そのたびに成長することができる。

ジャン・アンリ・ファーブル

S理数探究Ⅱテーマ検討会S

次は、9月16日(木)に中間発表会があります。
ポスターの作成、発表の練習の時間も計算に入れて、
きちんと計画を立てて頑張りましょう。

理の発表物

5月27日(理科)と7月8日(数学)に、2年理数科のSS理数探究Ⅱのテーマ検討会がおこなわれました。今年度はコロナ禍に伴い、オン
ラインで琉球大学の先生とつなぐ形式で行われました。昨年度同様、6月の緊急事態宣言により休校が続き、例年よりも少ない授業数
でテーマ検討会に向けて準備をしてきました。昼食時間や放課後を利用して、生徒達はその時間を補い頑張っていました。テーマ検討
会では、物理・化学・生物・地学・数学の5領域に分かれて、研究のテーマや仮説、命題、研究の計画を発表しました。少し緊張して
いる様子も見受けられましたが、人の前で自らの研究を伝えるという難しさも体感させることができたと思っています。
5月27日の発表会の締めくくりには、本校の運営指導員である琉球大学の先生からのご助言がありました。これから研究をまとめて

いくことも一苦労ですが、どうすれば聴衆を惹きつけ内容を理解してもらう、また、どうすればより良い研究になるのか仲間と議論す
るといった活動も大切にしてほしいと思っています。発表が終わり一息つきたいところですが、ここからが研究の本番です。テーマ検
討会で明らかになった課題を自身で考え、また、グループで討論することで、誰もたどり着いていない真理に向かって、さぁ挑戦だ!

この仮説を検証する
実験方法は…

色々な視点で
面白い研究が
いっぱい!

学の発表化

物の発表生

学の発表数

学の発表地

＜研究テーマ＞
・ワイヤレス給電
・ロウソクを消えにくくする
・防音壁形状と防音効果
・植物と和音
・ビタミンCでさび落とし

＜研究テーマ＞
・ビタミンCでサビ落とし
・泥染め
・生分解性プラスチック
・ジェル化した水の吸熱反応
・人工イクラ
・モモルデシンの採取方法
・ドリアンをいい匂いに

＜研究テーマ＞
・イエヒメアリの駆除方法
・オオバギとアリの共生について
・オガサワラゴキブリの形態分類
・ガジュマルコバチ以外の送粉コバ
チはいるか

・クワズイイモからバイオエタノー
ル

・プラナリアの他眼個体の発生条件
・メダカの性転換
・沖縄の植物でクーラーのカビを防
ごう

・ミミズがもたらす植物への影響
・種子の硬さの違いとリュウキュウ
マツ由来抽出液の影響

＜研究テーマ＞
・ビスマス鉱石の結晶化
・沖縄の地震予想図
・降水量による沖縄の土砂災害
・川のマイクロプラスチック
・地球温暖化に及ぼす雲の正と負
の側面

＜研究テーマ＞
・コロナ禍における最も効果的な
分散投稿
・モンティ・ホール問題の拡張と
一般化
・和音とその視覚化
・正多面形内のサイクロイド曲線
・ドット&ボックス
・ジャンケンREVORUTION
・飛沫に関しての図形的な考察
・平面および立体テトロミノにお
いてある図形を満たす条件

4テーマ 21名
7テーマ 30名

10テーマ 44名

5テーマ 20名

8テーマ 40名


